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研 究 要 旨
目的　HIV 陽性者と薬物使用者への生活上、医療上の問題に関わる支援策、感染と薬物使用の予防策を策定

して実施し、効果を検討する。

方法　3 年計画の 2 年目である本年度は、（1）文献調査と面接調査を踏まえて、薬物使用と感染症罹患とを

予防する情報を必要とする対象集団を特定し、情報の伝達方法を検討した。（2）必要とされる情報を整理し、

パンフレットを作成した。

結果　薬物使用と感染症罹患とを予防する情報を提供する対象集団は、前年度に行った文献調査と面接調査

を踏まえ、情報提供の必要性と可能性を考慮して、薬物事犯保護観察対象者とした。パンフレットの内容は、

感染症、感染予防、検査の基礎情報および相談と支援の窓口とした。

考察　薬物使用は chemsex と注射を介して感染症のリスクを伴うが、その危害を少なくする方策はほとん

どなされていない。薬物使用者に感染症のリスクの情報を提供することは、ハーム・リダクションに含まれ

るもっとも基本的な方策である。

結論　薬物使用と感染症罹患とを予防する情報を提供する対象集団は、その必要性と可能性とを考慮して、

薬物事犯保護観察対象者とし、感染症、感染予防、検査の基礎情報および相談と支援の窓口を内容とするパ

ンフレットを作成した。

A 研究目的 B 研究方法

　HIV 陽性者と薬物使用者への生活上、医療上の問題

に関わる支援策、感染（HIV、HBV、HCV）と薬物使

用の予防策を、当事者と支援者への面接調査により策

定して実施し、効果を検討する。薬物使用と感染を予

防する情報は一般を対象に提供されているが、陽性者

と使用者に必要とされる支援と予防の情報の提供は不

足しており、情報を整理した資料を作成し、支援者の

協力を得てその伝達方法を検討し実施する。

　3 年計画の 1 年目（昨年度）に、（1）先行研究を調査

し、薬物使用者と HIV 陽性者の現状（対象者概数、所

在、状況等）を把握した。（2）薬物使用者と HIV 陽性

者への支援提供者（エイズ治療拠点病院医療者、HIV

陽性者支援組織職員、薬物依存回復施設職員 各 2 名、

薬物依存研究者 1 名）に面接調査を行い、薬物使用者

と HIV 陽性者が直面している生活上、医療上の問題、

感染と薬物使用の予防と支援の現状について情報を収

集し、求められる情報とその提供可能性を検討した。

　2 年目には、（1）薬物使用と感染症罹患とを予防す
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る情報の提供がとくに必要とされる対象集団を特定

し、情報の伝達方法を検討した。また、（2）薬物使用

に関連して注意すべき感染症とその予防策、使用に起

因するさまざまな思いや問題を安心して相談できる窓

口について、必要とされる情報を整理し、パンフレッ

トを作成した。

　3 年目には、対象集団にパンフレットを配布し、対

象者とその支援者への面接調査を通じて情報提供の効

果について検討する。

C 研究結果

　薬物使用と感染症罹患とを予防する情報提供の対象

集団は、前年度に行った文献調査と面接調査とを踏ま

え、情報提供の必要性と可能性を考慮して、薬物事犯

保護観察対象者とし、パンフレットの内容は、感染症、

感染予防、検査の基礎情報および相談と支援の窓口と

した。

　（1） 対象者と情報提供の方法　薬物使用者には、感

染症の罹患リスクがあり、健康危害を少なくするため

に、疾患とその予防に関する情報が必要とされている

ことが確認された。しかし、薬物使用はもっぱら犯罪

と見なされているため、使用者は逮捕や社会的非難を

恐れて身を隠さざるをえないので、使用者を特定して

情報を届けることは容易ではなく、その方法に工夫が

求められる。

　そこで、情報を届けることが可能な使用者のグルー

プとして、薬物事犯保護観察対象者を本研究の対象者

とした。精神保健福祉センターを通じて保護観察対象

者の転帰を定期的に（3 年間で 8 回）電話で調査し、地

域資源への連携促進プログラムの構築を目指す「声の

架け橋プロジェクト（Voice Bridges Project）」（国

立精神・神経医療研究センター精神保健研究所薬物依

存研究部、松本俊彦部長）（1）の協力を得て、保護観察

所におけるプロジェクトへの参加者募集の際に、本研

究で作成する情報パンフレットを配布することを依頼

した。

　（2） 提供する情報　薬物使用に関連する感染症につ

いての基礎情報と相談と支援の窓口を紹介する情報

を、A4 表裏にまとめたパンフレットを作成した。

　表面は「知っていただきたい感染症があります」とい

う表題のもとに、とくに気をつけたい感染症として

HIV 感染症、B 型肝炎、C 型肝炎を挙げ、感染経路、

予防法、検査機関、治療の現状、感染症に関わる情報

のウエブサイトを紹介した。

　裏面は「安心して話せるところ、困りごとを相談で

きるところがあります」という表題のもとに、NGO

による相談窓口、自助グループ NA、回復支援施設ダ

ルク、行政による相談窓口（精神保健福祉センター）、

薬物使用に関わる支援情報のウエブサイトを紹介した

（別紙）。

D 考察

　（1） 本研究の意義　薬物使用には、chemsex と注

射を介して感染症のリスクが伴うので、感染予防の対

策が求められる。実際、たとえば C 型肝炎ウイルス

（hepatitis C virus: HCV）抗体の陽性率は日本の社

会全体では 1 ～ 2% と言われているが、2015 年に実

施された薬物事犯者調査によれば、C 型肝炎罹患経

験は 46% と極めて高い（2）。しかしこれまでのところ、

この健康危害を少なくする方策（harm reduction）は

ほとんどなされていない。ハーム・リダクションと

いう言葉からは注射針・注射器交換やメサドン代替

療法が連想されるが、それだけではなく、それ以前

により基本的な方策として、情報提供、教育、相談

（information, education and counseling）が求め

られる。本研究は、対象者数は多くはないが、アウト

リーチ可能な集団に情報を提供する試みである。

　（2） 本研究の限界　薬物を使用している人はおよそ

20 万人（3）と推測されるが、その所在は知られていな

い。僅かに知られている集団の一つは刑事施設に収容

されている人であり、施設内では使用が止められてい

るが、出所後に再使用は起こりえる。覚醒剤取締法違

反の場合、同一罪名再犯者率（検挙人員に占める再犯

者の比率）は 70.1% であり、刑法犯全体の 49.1% に

比して高い（4）。Voice Bridges Project に参加した

薬物事犯保護観察対象者の場合は、違法薬物再使用

率は低く、1 年後で 3.2%、3 年後で 7.9%、つまり

累積断薬継続率は高く、1 年後で約 90%、3 年後で

約 80% であった（5）。したがって、このプロジェクト

には使用と感染の予防においても一定の効果が認めら

れ、その協力のもとで実施される本研究の効果は限ら

れたものとなる。情報提供はこのプロジェクトに参加
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しない保護観察対象者にも行われる。

E 結論
F 研究発表

G 知的財産権の出願・登録状況（予定を含む）

1．特許取得

　なし

2．実用新案登録

　なし

3．その他

　なし

　薬物使用と感染症罹患とを予防する情報を提供する

対象集団は、その必要性と実施可能性とを考慮して薬

物事犯保護観察対象者とし、感染症、感染予防、検査

の基礎情報および相談と支援の窓口情報を内容とする

パンフレットを作成した。
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感 染 症 と 治 療 の 情 報

感 染 し て い る か い な い か 、
ど う し た ら わ か る の か

ど う し た ら
感 染 を 防 げ る の か

ど の よ う に
感 染 す る の か

知 っ て い た だ き た い
感 染 症 が あ り ま す 。

治 療 の 進 歩

H I V マ ッ プ 　 h t t p s : / / h i v - m a p . n e t
　 H I V ／ エ イ ズ ガ イ ド
　 H I V ポ ジ テ ィ ブ を 支 え る 社 会 制 度
な る ほ ど B 型 肝 炎 　 h t t p s : / / h b v - p t . j p
　 B 型 肝 炎 と は 　 医 療 費 助 成 に つ い て
C 型 肝 炎 サ ポ ー ト ネ ッ ト
https : / /cgatakanen -suppo r t . ne t
　 C 型 肝 炎 と は 　 医 療 費 助 成 が 受 け ら れ ま す

B 型 肝 炎 で は ウ イ ル ス が 増 え る の を 抑 え る こ
と が で き ま す 。
C 型 肝 炎 で は ウ イ ル ス を 体 内 か ら ほ と ん ど な
く す こ と が で き ま す 。
H I V 感 染 症 で は ウ イ ル ス が 増 え て 発 症 す る
の を 抑 え 、 き ち ん と 治 療 を 続 け て い れ ば セ
ッ ク ス で 感 染 さ せ る こ と は あ り ま せ ん 。

① 薬 物 を 注 射 で 使 用 す る と き 、 他 の 人 が
使 っ た 注 射 器 ・ 注 射 針 を 使 う と 、
② 薬 物 を 使 用 し て セ ッ ク ス す る と き 、 コ ン
ド ー ム の 着 用 が お ろ そ か に な る と 、
他 の 人 の 血 液 ・ 体 液 に 含 ま れ る 原 因 ウ イ ル
ス（ H I V 、 H B V 、 H C V ）が 自 分 の 体 の な か
に 入 り 、 感 染 す る こ と が あ り ま す 。

薬 物 使 用 に 関 連 し て と く に 気 を つ け た い の は 、 H I V 感 染 症 と B 型 肝 炎 、 C 型 肝 炎 で す 。

感 染 し て 重 症 化 す れ ば 、 H I V は 肺 炎 な ど の 感 染 症 や 悪 性 腫 瘍 な ど を 起 こ し 、

肝 炎 は 肝 硬 変 か ら 肝 が ん に 進 み 、 と も に 生 命 に 関 わ る こ と も あ り ま す 。

感 染 し て も 気 づ か な い こ と が あ る の で 、 検
査 を 受 け る こ と を お 勧 め し ま す 。 早 期 に 感
染 が 分 か れ ば 、 治 療 を 受 け る こ と が で き ま
す 。 感 染 し て な い と 分 か れ ば 安 心 し 、 気 を
つ け る こ と が で き ま す 。

① 他 の 人 が 使 っ た 注 射 器 ・ 注 射 針 を 使 わ
な い 、 注 射 を し な い 、
② 必 ず コ ン ド ー ム を 使 う 、
こ れ を お 勧 め し ま す 。

H I V 検 査 は 、 全 国 の 保 健 所 や 自 治 体 の 特 設
検 査 施 設 で 、 無 料 ・ 匿 名 で 受 け ら れ ま す 。
H I V 検 査 ・ 相 談 マ ッ プ
https : / /www .h i v kensa .com

「 B 型 肝 炎 」「 C 型 肝 炎 」、 ま た「 梅 毒 」の 検
査 施 設 も 、 キ ー ワ ー ド 検 索 で き ま す 。
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安 心 し て 話 せ る と こ ろ 、
困 り ご と を 相 談 で き る と こ ろ が あ り ま す 。

薬 物 に 関 わ る こ と は 一 人 の 手 に は 余 る の に 、 な に よ り も 人 に は 話 し に く い 、
ま た 、 人 は そ れ ぞ れ で す か ら 、 あ う こ と 、 あ わ な い こ と も あ る で し ょ う 。

し か し 、 と じ こ も ら ず 、 話 を し て み る こ と を お 勧 め し ま す 。

NPO による相談

自助グループ

行政による相談

情報サイト

回復支援施設

OK チャット　https://hrtokyo.net/okchat
クスリ・ドラッグ・薬物を使うことがある、と安心して
話せるチャットです。
LINE・ツイッター・テレグラムで対応
月･火･木･金 14:00～18:00

ダルク女性ハウス
女性専用施設です。
http://womensdarc.org
☎ 03-3822-7658 月～金 10:30 ～ 16:00

都道府県と指定都市の精神保健福祉センターで、薬物
使用について相談できます。
全国の精神保健福祉センター一覧
https://www.zmhwc.jp/centerlist.html

ぷれいす東京　http://ptokyo.org
HIV とセクシュアルヘルスに取り組む NGO です。
HIV 陽性者専用　☎ 0120-02-8341
月～土 13:00 ～ 19:00
事務所　☎ 03-3361-8964 月～土 12:00 ～ 19:00

ナルコティクスアノニマス日本
地域に根ざした当事者によるミーティングを、全国で
200 以上のグループが毎週行っています。メンバーに求
められるのは、使うのを止めたいという願望だけです。
全国 NA ミーティングリスト
http://najapan.org/pdf/NALIST_J.pdf

ASK
アルコール、依存性薬物、様々な依存関連問題の予防
https://www.ask.or.jp

HIV マップ
こころのケア・薬物・アルコール
https://www.hiv-map.net/navi/mental-care

Futures JAPAN
ドラッグ（薬物）を使用している人へ
https://futures-japan.jp/pickup/ ドラッグ（薬物）を
使用している人へ

Stay Healthy and be Happy
身近な人から薬物使用について相談されたら
https://stayhealthy.tokyo

PrEP in JAPAN
プレップ（HIV 予防内服）について
https://prep.ptokyo.org

ダルク
薬物からの回復を支援するプログラム（入所・通所）を、
全国約 70 の施設が独自に行っています。
日本全国のマック / ダルク所在地 日本ダルク
http://darc-ic.com/darc-list
施設一覧 日本カトリック依存症者のための会
http://jcca-catholic.jp/shisetsu.html

ダルクマッチングサポート アパリ
6 つのダルクの中から最適の受け入れ先を紹介します。
https://apari.or.jp/matching
☎ 03-5925-8848 月～土 9:30 ～ 17:00
info@apari.or.jp


